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　著者1）は先にglycero1筋のhomogenate　rしついてion
効果の面よりATPase活性とATP収縮の関連を検討し，
KCI濃度に関し，両者は密接な平行性を有することを報告
した。
　しかしながらBowen2）・3）はAM　threadのATP短縮
とATPase活性はK：Gl濃度に関しては平行関係を認める
も，Mg砦或はCボの存在下では逆に非平行性を示すとい
い，さらに最近4）glycerol筋のATP短縮とATPase活
性はKCI濃度に関しても逆な成績を示すことから，収
縮とATPase聞の平行性は認められないという。　、
　かかる成績の相違に対し，著者は前報に引き続き’Mg”，
Ca“の存在下における収縮とATPase活性の関連につい
ても検討すべく，glyecerol筋のhomogenateのATP収
縮（syneresis）並びに溶解性に対するこれらionの作用を
詳細に検討し，A．TPase活性と比較した。
実験方法
A．実駿材料
　1＞glycerol筋：前報に同じくA・Szent－Gy6rgyi5）の
方法に従い作製し，10～20日間glycerol処理せるものを
再駕留水申でhomogenizer　l⊂より3分間処理したhom－
ogenateを使用した。蛋白濃度はMicro－K：jeldahl法で測
定し（factor　6．25）所定の蛋白濃度に稀釈して使用した。
　2）ATP溶液＝前報に同じ，　ATP濃度は原液として
2×　10－L’　M（k＝025M）を使用した。
3）　Buff’er溶液：　M：ichaelis氏veronal－acetate　buf－
fer溶液，　pH　＝　7．0を使用した。　pHはglass－electrode
pH　metbrで測定した。
B．実駿方法
　1）反応割干
　KCI濃度：ATP，　buff’erのK濃度を含めて0．1～0．6
Mの聞を変化させた。
　CaCl，i，　MgC12：10－L’，10帽1Mの溶液025　cc（終濃度
10－3，10－2M）を使用した。
　Buff’er溶液：veronal－ace七ate　buffer　O．75cc（pH＝7．0）
　glycerol筋：上記筋浮游液0．5　cc（蛋白終濃度1．1～1．3
mg／ee）．
　ATP溶液：2×10”2MATP溶液0．25　cc（終濃度2×
10－3M）．
　2）glycerol筋homogenateのATP収縮（syneresis）
　glycerol筋とATP溶液を除いた上記組成の反応混液を
小試験管にとり，弐いでglycerol筋を加え，細いガラス
棒で約30秒間麗拝し，均等な筋浮游液とする。2分聞室温
に（13～15℃）放置後ATP溶液を加えて反応を開始した
仮応血液総量2．5cc）。成績の判定は収縮の完成をまって
行なった。即ち0℃45分並びに24時間経過せるものにつき’
volumeの変化並びに鏡検像を観察したが，45分経過せる
ものは既に収縮を完成し，以後24時間経過するもvolume
の変化は余り著るしくない。
　なお収縮に対する温度の影響を考慮して室温に放置せる
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ものについても同様観察したが，収縮完成後では0℃にお
けると殆ど同一・fs収縮を示した。
　木論文では0℃，24時間経過せる成績を掲載した。
顕微鏡的観察は光学顕微鏡，拡大倍率400倍を使用し
た。
　3）glycerol筋homogenateの溶解性
上記24時聞0℃に放置せる反応混液の上清について，
その溺濁度を別報‘1）と同様に，懇懇計により測定した。
実験成績
　1．glycerol筋homogenateのATP収縮（syneresis）
に対するMg”，　Ca“トの影響
　KCI濃度の影響については先に報告1）・6）したが，本実験
条件下でもATP欠如のFig．1においては0．1～o．2　Mの
低KCI濃度域では白色，不透明な沈澱を形成し，沈澱量
も大であるが，KCI濃度の増加に従いhomogenateは透
明度を増し，上清へのAMの溶出の増加に伴ない沈澱量
の減少を示す（Fig．1a）。しかして。．1　M　KCI環境下の
homogenateは顕微鏡下に横紋像を明瞭に認め，筋線維の
微細構造を保持している。
　ATP（2×10－3　M）の存在下ではFig．2a，　bに示す如く
0．1MKCI濃度下ではsyneresisが強く，また顕微鏡下に
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　　Fig．　1．　Effects　of　the　ions　on　ATP
　　con七raction（syneresis）of　homogenate
　　　　of　glycerinated　l皿11scle　fiber．
a．　The　preeipitation　of　homogenate　of
　　glycerinated　rnusele　fiber　at’various
　　KCI　coneentratjons　without　ATP．
b．　Microphotograph　（×400　KCI　cone．　O．1　M）
　　Protein　conc．　1．lmg／ce
　　pH：　7　（veronal　aeetate　buffer）
　　Incubation　time　of　mixture　：　O”C　24　hr．
　　VQtal　vQlume；　2．5　eq
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Fig．2．　a．　ATP　con七raction（syneresis）of
　　homogenate　of　glycerinated　musele
　　fiber　at　various　KCI　eoncentrations．
b．　Microphotograph　（　×　400　KCI　conc．　O．1　M）
　　Condition　is　the　same　of　Fig．　1　except
　　for　addition　of　ATP　（2×10－3　M）．
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Fig．3．　Effec七〇f　Mgi“　on　ATP　con七rac七ion
　　　（syneresis＞　of　glycerinated　muscle　fiber
　　 at　various　KCI　concentrations．
　e．　Microphotograph（×400　KCI　cone．　O．1　M）
　　　Condition　is　the　same　of　Fig．　1　except
　　 for　addition　of　ATP　（2×　10－3　M）　and　Mgi’　．
　　　（10　一3　M　（a），　lo－2　M　（b）），
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線維の収縮も強い。KCI濃度の増加に従いこれらが弱くな
り，0．4MKCI以上の高塩濃度．ドでは殆ど収縮を示さず，
homogena七eは溶解傾向を示す，これは前報告と全く一i改
する。
　MgC1210”3Mに添加すると（Fig．3a，　c）0．1～0．2　M：の
低KCI濃度下ではsyneresisは極めて強く，収縮促進を
認めた。高K：CI濃度下では収縮を示さず，対照とほぼ同
様である。Mgc1210－L’M（Fig．3b）では10｝3Mと同様低
K：Cl濃度側で収縮促進効果を認め，高KCI側では対照と
ほぼ同様である。　しかして低KCI濃度下における収縮強
度とM♂濃度の関係はglycerol筋標本により多少の相
違を示し，明らかでなかった。
　CaC1雪10明3Mの添加では高K：Cl濃度下では肉眼的に対
照（Fig．2）と差を認め難きも，低Kcl濃度下では著明に
収縮を抑制し，syneresisも弱く，また顕微鏡的にも殆ど
収縮しない線維が多い。この抑制傾向はCa←ト濃度の大な
る程著るしい1（Fig．4a，　b，　c）。
　MgCI，・，　CaCI2をそれぞれ等mol（10－3，10一2　Mの両
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Fig．4．　Eff’ect　of　Ca”　on　ATP　con七raction
　　（syneresis）　of　glycerinated　musele　fiber
　　，at　various　KCI　concentrations．
　c．　Mi　crophotograph　（×　400　KCI　conc．　O．1　M）
　　Condition　is　the　sarne　of　Fig．　1　except
　　for　addi七ion　of　ATP（2×10－3　M）and　Cai＋
　　　（10－3　M　（a），　10　一2　M　（b））．
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Fig・　5・　Effeet　of　eo－existenee　of　Mg”　and
　　Caa’　on　ATP　eontraction　（syneresis）　of
　　glycerinated　muscle　fiber　at　various
　　KCI　cencentrations．
　c．　Microphotograph（〉ぐ4QO　KCI　conc・0・1］y【＞
　　Condition　is　the　same　of　Fig．　1　exeept
　　for　addition　of　ATP　（2×10一”M）　and　cd一
　　”　existence　of　the　same　concentration　of
　　Mg”　and　Ca”　（10一”　M　（a），　10一：’　M　（b））．
濃度について）共存せるとき’は同molのMgG12の成績と
極めて近似した傾向を示し，低K：C1濃度において収縮促
進を示した（Fig．5a，　b，　c｝。
　2．glycerol筋homogenateの溶解性（ATP添加時）
に及ぼすMg’＋，　Ca”の効果
　Fig．6に示す如く，上清の1困濁度はKCI濃度の増加に
従い上昇し，ATPの添加により全K：Cl濃度域において増
強を示した。
　MgOI210－3M，　CaCl，・　10『3M或は両ion　10明M共存下
では成績に示さなかったが対照とほぼ同等な値を示した。
MgCIL・　IO　’2　Mの添加では潤濁度は対照のそれに比し上昇
を示し，両ion共存下ではMgCI2単独に近い値を示した。
CaC1210『2Mでは湖濁度は著明に低下し，　K：Cl濃度の増
加に伴なう湖濁度の上昇は僅かである。
　以上の成績は5実験例中の代表的な一実験例を提示し
たo
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　Fig．　6．　The　solubility　of　homogenate
　　of　the　glyce！’inated　musele　fiber
　　　　at　various　kinds　of　ions．
　　Incubation　time：　24　hr．　（OeC）
　　Protein　concentra七ion：1．1mg／cc
　　pH：　7　〈veronal　acetate　buff’er）
　　Total　volume：　2．5　ce
m－n　with　out　ATP
塵　　四　ATP　2．x　10－3M
．一e　ATP　2×10一・’M　with　MgC12　10－2　M
o－o　ATP　2×10－3　M　with　CaC12　10”1M
o－o　ATP　2×10－3　M　with　MgC12　10－2　M
　　　　and　CaClz　10－2　M
総括並びに考按
　1．glycerol筋homogenateのATP収縮と溶解］1生
　永井7），丸山s）によればglycerol筋に対するATp作用
はKCI濃度に関し，短縮相及び三門抑制相の2つに大別
され，後者はさらにKCI濃度の増加とともにAM溶出を
伴なう，しかしてこれfaf一一一定荷重下に行なうと短縮相はさ
らに短縮及び短縮一伸展の2相に2分され，短縮抑制相は
弛緩伸展を示すという。
　著者の成績も明らかに収縮収縮抑制の2相を示し，収
縮相はglycerol筋自体（O．015～O．5　M）に比し低KCI濃度
域にずれており，またAMの溶出も僅かながら低KCI濃
度下でも認めた。これについては前報で既にhomogenate
はglycerol筋自体に比し比較的rigorが弱い状態にある
こと及び拡散の・影響を受け易いこと等を指摘したが，本実
験では0℃，24時間経過せるも．のにつき’測定したため，か
かる時問的囚子の影響がさらに加算されたものと考えられ
る。なおここで注目すべきはAM液は低KGI濃度下で超
沈澱を生ずる際，その上清はclearである。　これは著者
のhomogenateの成績が僅かながら澗濁を示すことと相
違する。
　かかる相違に関しては弐の2点が考えられる。
　1）glycerol筋はwater　soluble　proteinを50％程度
残存9）している。これが低KCIで抜け，　ATPの添加で増
加する。
　2）AMも一部抽出されるが，これはrigorが比較的
強い。葛西1のによればrigorが強いと超沈澱が抑制され
る。
　以上2つの理由により，AM液の超沈澱の上浩がclear
なるに反し，glycerol筋homogenateの上清が低KCI濃
度下でも瀕濁を示したものと考える。
　しかして本実験におけるATP収縮は成績に示した如く，
収縮相はvolumeの変化並びに鏡検像から判定は容易であ
るが，収縮抑制相の成績は外観的に殆ど一様な態度を示し，
肉眼的に明瞭な差異を認め難い。しかしながらこの上清の
澗濁度を測定すると，塩濃度の相違により著明な差を示す
ことが知られる。
　永井りによればglycerol筋のderigorの機構はAM分
子間のcohesionの切断から，　A．Mの解離に至る多くの段階
．を有するという。　またA．Szent・Gy6rgyig），鳥元11）によ
ればAM液においてはAMはATP存在下では0．4　M　K：Cl
以上で解離する。従って著者の成績におけるhomogenate
よりのAMの溶出はAM分子間のcohesionの切断から，
AMの解離に至る諸相を含むものと考えられ，　glycero1筋
homogenateのrigorがAM液に比し強い点からO．4　M
以上の高KCI濃度下でもそのAMは完全に解離を示さな
いものと解される。
　先に永井7）はAMの溶騨i生とglycerol筋の伸竪性とを
対応せしめたが，本実験においてhomogenateの溶解性
の増加は上清の掴濁度の増加と平行する。この意味におい
て上清の瀕濁度の増加は，本実験における弛緩面の検討に
対し，一つの指針たり得るものと考えられる。
　2：glycerol筋のATPase　activityとATP収縮の平
行性
　前報において著者はglycerol筋のATPase活性に対す
る諸種ionの影響を検討し，　KCI濃度に関しATP収縮と
ATPase活性は極めて密接な平行性のあることを報告し，
さらに収縮とATPase活性の平行性は同一条件下の成績
について論じられるべきことを強調した。著者はかかる観
点より，さら｝⊂homogenateのATP収縮に対するMg什，
Cがの影響を検討した。
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　Fig．7は前言に示したATPase活i生と収縮の関連を図示
したものである。なお収縮強度は肉眼的観察によるvoiume
の大小並びに顕微鏡下の収縮の強さ，さらにII痢濁度の強さ
を参考とした綜合的な判定によった。ATP添加しないも
のと同様，収縮の認められないものを（一）とし，収縮の強
くなるに従い，（±），㈲，㈹，㈹，㈲の符号を附した。
　ATP収縮のK：Cl濃度の影響については前報におけると
全く同一の成績を得た。即ち収縮は低KCI（0．1M）で著明
であり，KCI濃度の増加するに従い収縮は弱まり，　O．4　M
KCI以上では収縮は認められず収縮即制相に移行する。し
かして湖濁度はK：CI濃度の増加に比例して増加した。
　ATPase活性は0．1MKCI濃度下で高い活性を示し，
KGI濃度の増加に従い，活性は低下し，0．3　M以上では低
い活性を示すに過ぎず，明らかに一致した対応を認める。
　MgC1210－3，10－L’　Mlの添加では低KCI濃度下（0．1　・一　O．2
（?》??????????
IOO
90
80
70
60
50
40
30
20
io
??????????、
?????
0高
書，　　　　‘∩，
xti’
　　　‘NN，，IVI　”’
　　　　　田　」弓
t‘”）
Fl
，
一1
?。??
。　o．1　o．2　o．3　o．4　e．s　o．6　M　Kcz
Fig．　7．　Relation　between　the　ATP　contraetion
　　and　ATPase　activity　of　homogenate　of
　　　　the　glyeerinated　muscle　fiber．
　　　Condition　of　ATPase　activity
　　　Protein　concentration：　O．41　mg／ec
　　　pH：　7　（veronal　acetate　butrer）
　　　Temp．：　21”C
　　　Time：　15　minute
　　　Total　volume　5　cc
　　　Condition　of　ATP　eontraetion　is　the
　　　same　in　Fig．　2　a，　3　a，　4　a，　5　a　and　6　a．
　R－fi　ATP　IO一・3　M
　．一e　ATP　10一’3　M　with　MgClt　10－3M
　o－o　AT？　10－3　M　with　CaClg　10－3M
　Q－o　ATP　10－3　M　with　MgCIL，　10－3　M　and
　　　　　CaCl，）　SO－3　M
M）sでいずれも収縮を促進し，0．3M濃度下では対照とほ
ぼ同様な収縮を示すが，0．4MKCI以上では収縮を認めな
い。しかしながら高K：Cl濃度下の漏濁度は10－9　M　MgC12
では対照に比し上昇を示し，弛緩傾向を促進する如く作用
する。これに対しATPase活性は低KCI濃度下で著明に
促進され，濃度の増加により急速に活性は低下し，高K：Cl
濃度下では却って抑制を示した。即ち低KCI濃度下では収
縮とATPase活性をともに促進し，　KCI濃度の増加によ
り収縮並びにATPase活性はともに低下し，高KCI濃度
下では弛緩傾向を促進し，ATPase活11生を抑制した。　Bo－
zleri　Lbはglycerol筋のATPase活性とtensionの関連
より収縮，弛緩とATPase活性の平行性を報告した。著者
の成績もまた収縮，弛緩とATPase活性は極めて密接な平
行性を有することを示唆するものである。
　CaC1210－3，10－2Mの添加では低KCI濃度下の収縮相
におけるATP収縮を著明に抑制し，抑制傾向は10－2　M
CaC12においてより強い，収縮抑制相では肉眼的にその差
を識別しi難いが，梱濁度は10→M　CaCIL・により明らか
に低下し，KCI濃度の増加に伴なう湖濁度の上昇も僅少で
ある。これ｝’c反しATPaSe活性は0．1～0．6　M　KCI濃度域
に亘り促進を示し，低K：Cl濃度下ではMgC12に比し促進
効果は少なきも，かなりの賦活を示す。しかもATPase活
性の促進効果はCa＋vの濃度大なるほど強い。かくの如く
Ca”存在下には明らかに収縮とATPase活性は非平行関
係を示した（後述）。
　MgCls，　CaCIL）の等mol共存では10－3，10－2Mのいず
れの場合にも収縮，潤濁度ともにMgCI。・の1司molの成績
に極めて近似した成績を示す。
　ATPase活性も収縮におけると同様，　MgC12の成績とほ
ぼ平行した値を示し，ここにおいても収縮とATPase活性
は密接な対癒を示した。
　以上よりATP収縮とATPase活性はCa赫の効果を除
ぎ極めて密接な平行性を有することは明らかであり，収縮
とATP分解は平行するという先人12）一lo「）の成績に一致す
るものである。
　前述の如くBowenのはglycerol筋のATP短縮はKCl
濃度の増加（O．3　M）により短縮速度を促進するに反し，
ATPase活性は低下するという，さらにmyosin　B　thr－
ead’！）・3）の短縮においてMガは促進し，　Ca＋’は抑制する
lc対し，　ATPase活性はMgtTにより抑制され，　Ca“÷によ
り促進するといい，短縮とATPase活性の平行性を否定
した。
　しかしながらBowenのglyeerol筋における成績を検
討するに，ATPase活性の測定は著者と同様homogena七e
な使用せるに反し，短縮はglycerol筋のstrip（直径03
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～0．5mmのfiber　bundle）を用いている。このことは前報
で二二した如く，homogenateとglycerol筋のs七ripで
はその間にrigorの強度，拡二等に関し条件の差が沼めら
れる。
　例えばglyeerol筋のstripのATP短縮では0．015～α5
MK：Clの広いKCI濃度域で最大短縮を示すに反し1｛；）湘），
著者の成績では収縮相はO．3　M　KCIまでであり，　しかも
O．1M　KCIに∫名しO．3　M　KCI耳目境下ではII又瞬附まかな：り弱い。
さらにBowenのATP短縮に二使用せるATP」丘が2．5　x
10－4Mという微量である点から，低KCI濃度下における
rigidなstripに対し，　ATPの拡散は充分でなく，従っ
て今TPのdual　actionの一つであるplasbicizing　ac“
七ionも少ないと考えられる。　しかして⑪．3　M　I（Cl環境下
ではK：Clによるderigor効果が加わりglycerol筋のAM
は短縮に適当なderigorの状態となり，かくしてATPの
cgntracting　action．が充分に発揮される定めに，』0．1　M」以
下の低KCI環境に比し，0．3　M耳C1脚下下で短縮速度の
促進が見られたと考うべきであろう。いずれにせよ著者の
p気概ではATPase活性とATP収縮は極めて密接な平行［生
を示す点より，BOWenのKCI濃度に関する非平fl性の四
馬は実験条件の相違するATPase活性並びに短尉紛ご或
．績を直ちに対捌せしめたことによるものと考えられる。ま
た．myosin　B　threadにおけるMgs’tの無耐／促進，　ATPase
活匪抑制L））については，著者の成績ではかかる事実は認め
られず，　収縮，ATPase活性をともに低KCI濃度下口．（｝促
進し，収縮の認められない高KC曜、度下で始めてATP一．
ase活性を抑制し，’広いKCI濃度域においで密接な対応を
示した。BOWenはその後の研究3）においてATPase活性
に対するMgHの効果はその濃度に関．係し，　10一：1　Mでは
ATPase活性を促進し，　IO－9Mでは抑制すると改めた。
しかしてmyosln　B　threadのrigorはhoMogena七eに
比し弱いと考えられることより，上述¢）Mgeの濃度に関
する相違は両一本問のAMのrigorの蕩に墓ずくものと
解される（前輿参照）。、
　Cai＋の効果に関しては著者の成績においても収縮と
ATPase活性は逆の関係を示した。しかしてこれについて
は罪報で指摘した如く，超沈澱における湯旧坂19）の成績，
さらにHassel　bach20）のCalgon処理91ycerol筋1こ対す
るCa什の態度等，幾つかの類似した成績が拳げられる6
　永井2’1）によればAM－ATPaseによるATP分解は収縮に
対する必要条件であるが充分条件でなく，なおAMそのもの
の物理的性質も考慮されねばならず，ATPase活性と収縮
の非平行性を示す幾つかの成績は，それ自身収縮に対する
AM－ATPaseの意義を失なわしむるもので．ないという。こ
の観点に従えば上述のCa什に関するATPase活性と収縮
の非平行性はCai／トによりAMの物理的性質が変化をうけ
たためによると解される。　著者の戊績においてAMの溶
出がCa皆に「より著明｝こ抑」制される。しかして単にA［1］P　”・）
の対照のみでなく，ATPのの場合のそれより抑制される
昂：実は，AM溶液のATPによる粘度減少（AISI［の解離）が
C評により抑制される斗実と四時って，AM．の物理的の変
化について一つの示唆を一与えるとと．もに，藤田のglycerol
筋のATP短縮がCa什に二より抑制されるとのdata2’i）・2瓢）に
対し，その．機講に関しても示唆を与えるものと考える。
　以上Bowenの成績を中心1こ考察を加えたが，要するに
AM系の収縮とATPase活性の対応を論ずる場合，特に注
意すべきはAM－ATPaSeとmyosin．ATPaSeの区別であ
る。この点は永井21）の強調しているところであるが，最近
S．V．　PerryL’C；）も氏の筋原：線維に関する研究からこの点を
指摘し，AM－ATPaseについてはMgトi一の抑制効果並びに
Ca＋F，　Mgi＋の拮抗作用はともに認め難いと述べ，さらに本
実験と同様AM系の収縮とAM－ATPase活性の平行性を
認めている点は注目を要する。本成結におけるATPaseは
その性質より見てAM－ATPaseであることはいうまでも
ない。
　なお本成績においてCa及びMg両ionの典存：が低KCl
環境下では収縮，ATPase活性をともに促進し，これは
M響i〒単独の効果と極めて類似した点は藤田24）・L’「））が荷重下
のglycerol筋のATP短縮について認めている成績と同
様であり，興味ある事突である。
　以上各種ion環境下にglycerol筋homogenateの
ATPase活性と収縮の閃係につぎ検討し，両者開に密接な
平行関係のあることを確めた。　このことは筋収縮はATP
分解energyを必要とするactive　processであるという
永ヲトの見解20）に一致するものである。　しかしながらAM－
ATP系の諸反応についてなお多くの閥．題があり，殊にCa
及びMg　ionの作用機甲の詳細についてはさらに検討を要
するところであるが，本実験は今後に残された，これらの
問題の押堀に対して，一つの基礎を与えるものと信ずる。
結 論
　glycerol筋のhomogena七eについてATP収縮並びに
溶解性に対するMg＋F，　Ca“tの影罪を検し，これとATPase
活性度との口速について検討した。
　1．glycerol筋のATP収縮はKCI濃度に関し，　O．3　M
以下では収縮相を，それ以上の高KCI濃度域では収縮抑
制相を示す。　　　　　　　　　　　　　　　：
　2．収縮相でMgi÷は収縮を促進し，　Cげは著明に抑制
する。両ionの共存はMg什の作用に近似し，収縮を促進
する。
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　　3．収縮抑制相ではMgi’f，　Ca｛『ト或は両ion共存下では肉
眼的に明瞭な藻を認め難V・が，AMの溶肝はMgi＋（10一’1’M）
で促進され，Cバ（10－t　M＞で抑制されるσ　両ionの共存：
はMg’＋単独の成績と類似する。
　　4．上述の成績はCa”の効果を除き，　ATPase活性の
威績と極めて密接な平行1性を示す。
　　これらの事実は筋収縮とATP分解が密接な：閉i巫を有す
ることを強く示唆する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭禾ll　31．5．28受イ寸）
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Summary
　　　　The　effect　of　Mg”　and　Caff　upon　the　ATP　contraction　and　solubility　of　the　homoge－
nate　of　glycerinated　muscle　fibers　were　studied　and　the　results　were　compared　with　the
ATPase　activity　of　the　sample．
　　　　1）　ln　relation　to　the　KCI　concentration，　ATP　contraction　of　the　homogenate　of
glycerinated　muscle　fiber　may　be　divided　in　two　phases　i．　e．　the　contraction　phase　which
is　observed　at　KCI　concentration　lower　than　O．3　M　and　the　non－contraction　phase　which
is　observed　at　KCI　higher　than　O．4M．
　　　，　2）・　ln　the　contraction．　phase，　Mg”　promotes　and　Ca”　inhibi’ts　the　ATP　contraction
of　glycerinated　muscle　homogenate．　ln　’the　pre＄ence　of　both　ions　of　the　same　coneen一
，tration，　the　ATP　contraction　resembles　that　of　Mg’”　alone　and　the　contraction　is　promoted．
　　　　3）　Though，　in　the　non－contraction　phase，　the　volume　of　the　homogenate　＄hows　no
difference　macroscopically，　both　in　the　presence　of　either　Mg”　or　Ca”　and　or　in　the
presence　of　both　ions　of　the　salne　cop．centration，　the　solubility　of　AM　increases　with　Mg＋ト
（10一“”M）　while　Ca“’　inhibits　this　tendency．　Therefore　it　is　said　that　in　the　presence　of
both　iQns　the　solubility　closely　resemblp．．s　that　of　Mg“’　alone．
　　　　4）　The　above　mentioned　results　correspond　closely　with　the　ATPase　activity　of　the
sample　with　the　exception　of　that　of　Ca”’．　The　present　facts　suggest　that　there　is　close
relation　between　the　muscular　contraction　and　ATP　splitting．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　28，　1956＞
